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平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
（
月
）、

岐
阜
県
庁
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成
十

六
年
度
（
社
）
岐
阜
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
　通
常
総
会
」
に
お
い
て
、「
平
成
十

六
年
度
　
優
良
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員

知
事
表
彰
」
が
行
わ
れ
、
揖
斐
川
町
東
津

汲
の
大
西
政
美
さ
ん
が
、
感
謝
状
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
大
西
さ
ん
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日

に
「
岐
阜
県
青
少
年
育
成
推
進
指
導
員
」

と
し
て
任
命
を
受
け
ら
れ
、
以
来
約
五
年

間
、
久
瀬
地
区
の
担
当
指
導
員
と
し
て
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
四
月
か
ら
は
、
新
揖
斐
川
町
の

指
導
員
と
し
て
引
き
続
き
ご
尽
力
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、「
今
後
も
地
域

の
青
少
年
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
。」

と
、
ま
す
ま
す
の
意
欲
を
覗
か
せ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

盛
大
に
開
催
！

毎
月
の
教
室
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
！

〜
藤
橋
ち
ぎ
り
絵
教
室
〜

　
各
ク
ラ
ス
の
優
勝
者
は
次
の
方
々
で
す
。

Ａ
（
小
学
校
低
学
年
男
子
の
部
）

　
重
綱
祥
平
君
（
坂
内
小
学
校
二
年
）

Ｂ
（
小
学
校
低
学
年
女
子
の
部
）

　
江
嵜
　
芙
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
三
年
）

Ｃ
（
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部
）

　
広
瀬
恭
平
君
（
坂
内
小
学
校
五
年
）

Ｄ
（
小
学
校
高
学
年
女
子
の
部
）

　
蔵
田
　
遥
さ
ん
（
坂
内
小
学
校
六
年
）

Ｅ
（
中
学
生
男
子
の
部
）

　
山
口
恵
治
君
（
坂
内
中
学
校
二
年
）

Ｆ
（
中
学
生
以
上
女
子
の
部
）

　
田
中
　
京
さ
ん
（
藤
橋
中
学
校
一
年
） 

Ｇ
（
壮
年
の
部
、
四
十
歳
以
上
）

　
澤
崎
哲
也
さ
ん
（
坂
内
川
上
地
区
）

Ｈ
（
青
年
の
部
、
四
十
歳
未
満
）

　
清
水
賢
二
さ
ん
（
坂
内
坂
本
地
区
）

Ｉ
（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
部
）

　
小
森
陽
治
さ
ん
（
坂
内
諸
家
地
区
）

☆
男
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
山
口
恵
治
君
　
　
26
秒
68

☆
女
子
ベ
ス
ト
ラ
ッ
プ
賞

　
田
中
　
京
さ
ん
　
29
秒
29

子
ど
も
会
育
成
者
の
役
割

に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た

　
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
育
て
る
と
い

う
こ
と
が
ど
こ
で
で
も
話
題
に
な
る
現
在
、

子
ど
も
会
活
動
は
そ
の
原
点
に
位
置
付
く

重
要
な
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。
今
回
の
研

修
を
生
か
し
て
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
活

動
が
よ
り
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
抜
い
び
川
大
会
開
催

　
四
月
二
日
（
土
）
〜
五
日
（
火
）
、
揖
斐

川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
、
揖
斐
川
市

場
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
谷
汲
総
合
運
動
場
、
久

瀬
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
、

「
第
九
回
全
国
高
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
抜
い
び
川
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
全

国
各
地
か
ら
二
十
七
校
（
二
十
八
チ
ー
ム
）

が
参
加
し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
「
合
併
記
念
実
業
団
招

待
試
合
」
及
び
「
技
術
講
習
会
」
も
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
で
応
援
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
会
式
　
四
月
二
日（
土
）
十
一
時

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
ク
ラ
ン
ド

《
合
併
記
念
実
業
団
招
待
試
合
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
九
時
三
十
分
〜

　
　
　
　
デ
ン
ソ
ー
　Vs
　伊
予
銀
行

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

《
技
術
講
習
会
》

■
日
時
　
四
月
四
日（
月
）
十
一
時
三
十
分
〜

■
場
所
　
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド

※
雨
天
時
は
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ

　
（
雨
天
時
は
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
す
る
こ
と
）

※
天
候
の
都
合
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト・バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　
揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
通
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
参
加
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
四
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

■
場
　
所
　
岡
島
ヤ
ナ
下
流
の
芝
生
広
場

■
参
加
資
格
　
高
校
生
以
上

■
参
加
費
　
1,
0
0
0
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
　
込
　
四
月
十
二
日
（
火
）
ま
で
に
、

健
康
広
場
ま
た
は
揖
斐
川
中

央
公
民
館
へ
お
申
込
く
だ
さ

い
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト･

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
、
ル
ー

ル
は
ゴ
ル
フ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
羽
の

つ
い
た
ボ
ー
ル
を
、
パ
ラ
ソ
ル
を
逆
さ
に

し
た
よ
う
な
ホ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ク
ラ
ブ

で
思
い
切
り
飛
ば
す
、
手
軽
で
安
全
な
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
と
て
も
気
持
ち
が
よ
く
、

運
動
不
足
の
方
に
は
も
っ
て
こ
い
で
す
。

皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
橋
本
孝
市
（
２
２
‐

３
８
０
４
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

☆
小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
　
時
　
四
月
二
・
九
・
十
六
・

　
　
　
　
　
　
　
二
十
三
・
三
十
日

 
 
 
 
 
午
前
九
時
〜
十
一
時
三
十
分

■
場
　
所
　
小
島
公
民
館

4月17日（日）は家庭の日　揖斐川町青少年育成町民会議

平
成
十
六
年
度
　優
良
青
少
年

育
成
推
進
指
導
員
知
事
表
彰

　
二
月
二
十
日
（
日
）、
垂
井
町
文
化
会

館
で
「
平
成
十
六
年
度
西
濃
地
区
子
ど
も

会
育
成
協
議
会
合
同
研
修
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
か
ら
も
十
数
名
の

育
成
者
の
代
表
が
参
加
し
、「
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
る
今
に
お
い
て
、
何
を
大
切
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
の
前
半
で
は
、（
財
）
岐
阜
県
子

ど
も
会
育
成
連
合
会
上
級
指
導
者
で
あ
り

清
水
小
学
校
教
頭
、
野
崎
英
雄
先
生
の
「
子

ど
も
会
に
お
け
る
育
成
者
の
役
割
」
と
題

し
た
講
演
で
、「
体
験
の
中
で
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
」
た
め
に
必
要
な
こ
と
の
話

を
具
体
的
に
聞
き
ま
し
た
。
後
半
で
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、「
ハ
ン

ド
ゲ
ー
ム
・
集
団
ゲ
ー
ム
・
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
・
折
り
紙
」
と
い
う
四
コ
ー
ス
の
実
習

を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
コ
ー

ス
に
お
い
て

も
「
楽
し
く

安
全
な
子
ど

も
会
活
動
」

を
重
視
し
た

活
動
の
仕
組

み
方
を
研
修

す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

体
験
教
室「
手
良
子
家
」開
催

　
平
成
十
七

年
二
月
十
九

日
（
土
）
朝

十
時
よ
り
大

和
公
民
館
で

手
良
子
家
の

第
六
回
目
の

教
室
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
町
食
生
活
改
善
連
絡
協
議
会
会

員
の
三
名
の
方
を
講
師
に
招
き
、
参
加
し

た
親
子
が
手
作
り
お
や
つ
作
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
手
作
り
お
や
つ
二
品
（
バ
ナ
ナ

ケ
ー
キ
・
お
ま
ん
じ
ゅ
う
）
は
一
時
間
く

ら
い
で
出
来
上
が
り
、
親
子
で
楽
し
く
試

食
を
し
ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
『
手
良
子
家
の
閉
校
式
』
が

開
催
さ
れ
、
竹
中
館
長
さ
ん
か
ら
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
に
修
了
の
メ
ダ
ル
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
メ
ダ
ル
を
も
ら
っ
た
子
ど

も
た
ち
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て

い
ま
し
た
。

揖
斐
川
V
Y
S
会
員
募
集
！

　
揖
斐
川
V
Y
S
（
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
ユ
ー

ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
／
有
志
青
年

社
会
奉
仕
家
）
で
は
、
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
高
校
生
中
心
の
団
体
で
、
福
祉
施
設
の

訪
問
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
中
学
生
V
Y
S
も
募
集
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、

ま
た
活
動
を
通
じ
て
友
達
を
増
や
し
た
い

方
は
、
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
に
て

随
時
入
会
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
・

体
育
施
設
（
教
育
委
員
会
・
中
央
公
民
館
・

健
康
広
場
な
ど
）
に
設
置
し
て
あ
る
募
集

チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
の
V
Y
S
担
当
（
5
6
―

3
2
0
0
）
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

出
展
申
込
受
付
中
！

　
揖
斐
川
中
央
公
民
館
で
は
、一
階
・
二
階

ロ
ビ
ー
を
利
用
し
、
地
域
で
様
々
な
趣
味
に

励
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の
発
表
の
場
と
し
て

「
プ
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
個
人
・
グ
ル
ー
プ
の
方
々
の

出
展
申
込
を
受
付
い
た
し
ま
す
。

■
利

用

者
　
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
可
。

■
展
示
期
間
　
搬
入
・
搬
出
を
含
め
て
概

ね
二
週
間
で
す
。

■
展
示
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
九
時
ま
で

■
展
示
物
・
展
数
　
額
装
・
軸
装
、
パ
ネ
ル
、

壁
面
に
か
け
ら
れ
る
も
の
、

机
の
上
に
展
示
で
き
る
も
の
。

　
　
　
　
　
※
普
通
の
色
紙
額
な
ら
25
点

ま
で
展
示
可
能
で
す
。

■
費
　
　
用
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用
料
は
無

料
で
す
。
搬
入
・
搬
出
は
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
色
紙
額
と
写
真
額
（
ワ
イ
ド
四
つ
）
は
、

中
央
公
民
館
の
備
品
を
使
用
で
き
ま
す
。

借
用
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

　
申
込
受
付
は
揖
斐
川
中
央
公
民
館
窓
口

に
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
窓
口
に
て
お

申
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で
の
お
申
込

受
付
も
可
能
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
揖
斐

川
中
央
公
民
館
（
2
2
―
1
1
2
0
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　
二
月
二
十
六
日
（
土
）、
揖
斐
高
原
坂

内
ゲ
レ
ン
デ
で
、
坂
内
区
民
ス
キ
ー
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
合

併
後
の
坂
内
公
民
館
初
め
て
の
事
業
と
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
坂
内
地
区
と
藤
橋
地
区
の
保

育
園
児
か
ら
一
般
ま
で
総
勢
五
十
一
名
の

参
加
が
あ
り
、
各
部
門
別
に
タ
イ
ム
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
坂
内
・
藤
橋
地
区
で
は
、一
月
か
ら
体
育

指
導
委
員
会
と
合
同
で
「
親
子
ス
キ
ー
教

室
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
た

ち
は
、
こ
れ
ま

で
の
ス
キ
ー
教

室
で
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に

発
揮
し
よ
う
と
、

果
敢
に
ポ
ー
ル

を
攻
め
て
い
ま

し
た
。

　
藤
橋
で
は
、
生
涯
学
習
教
室
と
し
て
「
ち

ぎ
り
絵
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大

垣
市
の
片
岡
喜
代
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

毎
月
一
回
（
第
四
火
曜
日
の
午
前
中
）
の

教
室
に
は
十
名
ほ
ど
の
受
講
者
が
参
加
を

し
、
季
節
に
あ
っ
た
題
材
を
そ
の
月
の
テ
ー

マ
と
し
て
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
二
月
は
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
「
ク

ロ
ッ
カ
ス
」
を

描
き
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
も

藤
橋
ち
ぎ
り
絵

教
室
は
継
続
す

る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
は
と

て
も
楽
し
み
に

し
て
お
ら
れ
ま

す
。

おいしいケーキになぁれ♪
（お菓子づくりの光景より）

参加したみなさんでパチッ！
（閉講式の様子）


